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宮古諸島西原の生徒願い

平井芽阿里※

i はじめに

沖縄県の宮古諸島には[生徒頗いjという村落祭杷がある 10 r生徒願いJは、鬼童や生徒、学

生の健康と安全、運動や勉学の成就を祈願する村落祭犯であり、池問、佐良浜、仲地、西原、

久松、宮原、狩俣など各地に存在する。近年、南西諸島の村落祭杷の多くは存続が困難となっ

ており、神役不足を始めさまざまな問題が指摘されている D 新しい候補者を祭記集団に加入さ

せるために任期や日程の変更を試みる地域もあるものの〔平井2006)、神事に関することがらは

「昔のままjに保たれねばならないという「始原遵守理念」があり〔島村1993:108)、「祭最Eの上で

は過去に行われてきた御願を中断-廃止することは厳しく戒められているjことがほとんどで

ある〔大本1998:61]。そのため、村落祭杷の1つの核となっているのは農耕儀礼やそれに伴う諸儀

礼でありながら〔上原1989:203、大本1998:61]、豊作祈願を行う農作物が実際には栽培すらされ

ていないといった現状もある。

一方で、生徒願いなどは、現代においても日常生活に密接しており、どちらかというと参加

者も多く盛んであるといえる D しかし、生徒願いに関する報告は未だ十分ではない口そこで本

稿では西原地域の生徒願いを対象とし、まず村落祭紀全体の中でどのように位置づけることが

できるのか、分類を行う。次に西原の生徒願いの具体的な内容を述べた上で、宮古諸島各地の

生徒願いも踏まえ、生徒願いの特徴を導きだし報告することを目的とする D

なお、宮古諸島の概要や西原の祭紀組織であるナナムイ、御議についての詳細は『比較民俗

研究j21号の「村落祭柁継続の要因に関する一考察ーなぜ神役であり続けるのか:宮古諸島西原

の事例-Jに詳しいので、ここでは省略する〔平井2007b)。

11 西原の村落祭最E

1.村落祭肥の分類

宮古諸島の西原にはナナムイという祭柁組織があり、 一定年齢に達した男女が参加する O 西

原では年間40回以上、主にハナヌンマといっ地位的に上位にある神役集団とナナムイヌンマとい

う年齢階梯的に構成される女性集団を中心として村落単位の儀礼を行っている口本稿では、ヒ

ューイトリャといっ日取りを決定する者が選定した日に、ナナムイが中心となって行う儀礼を

f村落祭把」とし、担い手を「神役Jとする20 なお、村落祭紀は通常カンニガイ(神願い)、ニ
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ガイと称される。

前半(春期) 後半(秋期)

月 名称 月 名称

l月 ①ヒューイ取り 9月 ①ヒューイ取り

②旧正月 ⑮ッサンサク。ムイヌワタキヌサウズ

③ビーズングムイヌウタキヌサウズ ④ムッダミニガイ後半

2月 ④ムッダミニガイ前半 ⑤ワフユダミニガイ後半

⑤ウフユダミニガイ前半 ⑥ウカデ、ィダミニガ、イ後半

3月 ⑥ウカデ、イダ、ミグムイ前半 10月 ⑦ンーダミノ、ナダ、ミニガイ後

⑦ンーダミハナダミニガイ前半 ⑫ユークイヌサウズ

③ワチャナクニガイ ⑫ユークイ

⑨ンツガマニガイ前半 ⑫ンマユイ

⑩ムラダミニガイ前半 ⑩ミャークヅツ

⑪シートウニガイ前半 11月 ⑩ムフダミニガイ後半

4月 ⑫ムスヌヌンニガイ ⑪シートゥニガイ後半

⑬ワチャナクヌカサンプン 12月 @トウマイニガイ

⑬ムズヌウパツ @ンーヌウパツ

⑬ヤナムヌハラスニガイ ⑤ンツガマニガイ後半

⑬フツムトニガイ ⑬カーヌカンニガイ

5月 ⑪公民館ヌヤシキダミニガイ ⑪シーブ

⑬学校ヌヤシキダミニガイ その他(不定期)

⑬公民館ヌウフユダ、ミニガイ 不定期 @ワーンマヌトスヌパンニガイ

⑫アーヌヴパツ @ワーンマヌムッジャウズニガイ

6月 @ヒューイヌウタキヌサワズ @アーグスンマヌムッジャヴズニガイ

⑫ヒューイ ⑮ナカバイニガイ

@六月ニガイ ⑮ヤカズヤーカラヌニガイ

@ツマウサラ その他 ⑩ムヌスの訪問

7月 @公民館ヌフツバナスガイ

表 1 村落祭紀一覧

西原の村落祭紀は前半(春期)と後半(秋期)に分けて行う。西原では旧暦の7月を「カンナ

ニャーンちち(神不在の月 )J と称し不浄の月と考えることからネIjJ々に関する儀礼は行わず、墓

の清掃などを行う〔上原1989:202J。上原はこの「カンナニャーンちちj以前を春、それ以降を秋

として「春の儀礼が秋にくりかえされるという、いわゆる対照的な構造を形づくっている」こ

とが西原の村落祭配の大きな特徴であると指摘している〔上原1989:203J。村-落祭柁の日取りはヒ

ューイトリャが最高指導者であるウーンマの干支に合わせて毎年決定するため、必ずしも毎回

同じ順序で行うわけではないものの、前半と後半に行われる村落祭記の項目は決まっている。

西原の村落祭杷の概要についてはすでに別で述べているため〔平井2006:23、2007a:361-362J、本

稿では、個々の村ー落祭杷に番号を付加し分類をすることから始める D その際、前半と後半に繰
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り返し行う村落祭配については、供物の分量や日程などが多少異なるものの、中心的な担い手

となる司祭者、手)JI員等に大きな変化はないため、前半と後半のみ区別し番号は同ーとする。分

類を行う上で、神役の任期終了に伴って行うウーンマヌムッジャウズニガイ、アーグスンマヌ

ムッジャウズニガイ、ナカパイニガイ、およびウーンマへの労いとして毎年行うウーンマヌト

ウスヌパンニガイは行う月を不定期とした。また、ヤカズヤーカラヌニガイとして、各家や企

業、地域の工事などに関する神顔いをハナヌンマが行うこともあるが、行う日や行う回数等は

その時々異なるので、これも行う月を不定期とする O さらに、西原では前半と後半の村落祭泥

の合問、または終了時にムヌス(民間亙者)の家を訪問する o 2000年J;)、降は、頻繁にムヌスの家

を訪問していることと、村落祭犯としての祈願を行うわけではないことから、ムヌスへの訪問

はその他に分類した。

まず前半に行う村落祭配は、①ヒューイ取り(日数取り)、②ビーズングムイヌウタキヌサウ

ズ(春の能りの笹flg款の掃除)、①!日正月、④ムッダミニガイ(麦鎮め願い)前半、⑤ウフユダミ

ニガイ(大世鎮め願い)前半、⑥ウカデイダミグムイ(御風鎮め願い)前半、⑦ンーダミハナ

ダミニガイ(芋鎮め米鎮め願い)前半、③ウチャナクニガイ(ウチャナク願い)、③ンツガマニ

ガイ(神酒願い)前半、⑮ムラダミニガイ(村鎮め願い)前半、⑪シートゥニガイ(生徒願い)

前半、⑫ムスヌヌンニガイ(虫払い)、⑬ウチャナクヌカサンプンニガイ(ウチャナクの重ね盆

願い)、⑭ムズヌウパツ(麦の御初)、⑮ヤナムヌハラスニガイ(悪霊払い願い)、⑮ブツムトニ

ガイ(口元服い)、⑫公民館ヌヤシキダミ(公民館の敷地鎮め)、⑬学校ヌヤシキダミ(学校の

敷地鎮め)、⑫公民館ヌウフユダミ(公民館の大世鎮め)、⑫アーヌウパツ(粟の御初)、②ヒュ

ーイヌウタキヌサウズ(大日選りの掃除)、⑫ヒューイ(大日選り)、⑫六月ニガイ(六月頗い)、

⑫ツマウサラ(村ウサラ)、③公民館ヌフツバナスニガイ(公民館の口払い顧い)の計25項目で

ある O

次に、後半に行う村落祭配は、①ヒューイ取り、③ッサンサグムイヌウタキヌサウズ(秋の

簸りの御獄の掃除)、④ムッダミニガイ後半、⑤ウフユダミニガイ後半、⑤ウカデイダミニガイ

後半、⑦ンーダミハナダミニガイ後半、⑫ユークイヌサウズ(世乞いの掃除)、⑫ユークイ(世

乞い)、⑫ンマユイ(母選り)、③ミャークヅツ(宮古節)、⑮ムラダミニガイ後半、⑬シートゥ

ニガイ後半、⑪トゥマイニガイ(iEIJl互い)、②ンーヌウパツ(芋の御初)、⑨ンツガマニガイ後

半、③カーヌカンニガイ()11の神願い)、@シーブ(歳暮)の計17項目である O また、不定期に

行う村落祭肥は、③ウーンマヌトスヌパンニガイ(大母の年の願い)、③ウーンマヌムッジャウ

ズニガイ(大母の持ち上げ上手願い)、@アーグスンマヌムッジャウズニガイ(神司の持ち上げ

上手願い)、⑩ナカバイニガイ(中栄え願い)、⑮ヤカズヤーカラヌニガイの計5項目である O そ

の他としては、⑬ムヌスの訪問など1項呂がある。

以上のように、西原では前半25呂、後半17図、不定期5回とその他1屈を合わせた合計48項目の

ナナムイによる村落祭記がある O 表 lには西原の村落祭犯を前半、後半、不定期、その他に分

類し一覧にした。表記と}II&序、行われる月は1995年から2009年までの[神行事日程表Jの分析お
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よび先行研究を参考にした〔上原1989:183-197、比嘉2001:118-120)。行う月はいずれも新暦で

ある。

2. 村落祭犯の種類と内容

西原の村落祭犯の個々の儀礼を見ると、麦の豊作を祈願するムッダミニガイの前半と後半

(以後前後とする)、芋の豊作を祈願するンーダミハナダミニガイの前後、粟のンツ(神酒)の

豊作を願うンツガマニガイの前後がある D またムズヌウパツ(麦)、アーヌウパツ(粟)、ンー

ヌウパツ(芋)といった作物の初穂をンツを作り祝う儀礼がある O ヒューイは収穫祭であり、

ムスヌヌンは作物の害虫を追い払う儀礼であるなど、農耕儀礼が占める割合が高いことがわか

るO

他に、村-落の豊穣を祈願する儀礼として、ウフユダミニガイの前後、ムラダミニガイの前後、

公民館ヌウフユダミニガイの前後、ユークイ、ミャークヅツがある。また村落の安全を祈願す

る儀礼として、大雨や台風などの災害から守られるよう願うウカデイダミニガイの前後、悪霊

払いのヤナムヌハラスニガイ、厄払いのツマウサラ、悪口を村落外に払う公民館ヌフツバナス

ニガイなどがある O 祈願の前に行う掃除の儀礼としてはビーズングムイヌウタキヌサウズ、ツ

サンサグムイヌウタキヌサウズ、ヒューイヌサウズ、ユークイヌサウズがある D 弘知也に関する

儀礼である学校ヌヤシキダミニガイや公民館ヌヤシキダミニガイ、航海安全と;豊漁を願うトゥ

マイニガイや六月ニガイ、水の神々に感謝するカーヌカンニガイ、海の祈願であるフツムトニ

ガイなどがある。フツムトニガイは、真謝港の水路を造り、船が内海まで入れるようになって

から始まった儀礼であるといわれているため、分村ーの歴史と関わる儀礼にも含まれる O これに

は、ウチャナクニガイ、ウチャナクヌカサンブンニガイも含むことができる O ただし、ウチャ

ナクニガイやウチャナクヌカサンブンニガイは、住民の健康を祈願する儀礼というようにも分

類できる。さらに、全ての村落祭杷を開始する儀礼として旧正月があるだけでなく、ユークイ

やミャークヅツは、「退役(隠居)する儀礼であると同時に加入儀礼jでもある〔上原1983:80)0 

生徒願いは学校や児童、生徒、学生に関する儀礼である D 西原ではシートゥニガイとして、

前半と後半に年2由行われていることがわかる。さらに、学校ヌヤシキダミニガイでは学校の敷

地願いと同時に児童や生徒の安全も祈願されているため、西原では学校や児童、生徒、学生に

関する儀礼が1年に複数回行われていることがわかる。

3. 主な神道具と供物-ブンビシ

次に、西原の村落祭配で使用する主な神道具と供物について述べる D ブンピシとは、カンヌ

ブン(神の盆)を供えることを示し、プンとは盆を、ピシとは盆を並べることを意味する。こ

こではブンビシを図式化するにあたり、凡例を図 1から図 4まで提示する O 左側には使用する

神道具と供物の図、中央には図式化した神道具および供物の図、右側にはそれぞれの名称を示

している D
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以上のように、ここでは西原で使用する主な神道具、供物などについて示した O まず、使用

する主な神道具については、最も重要視されるカンヌブンを始めとし、イ史月iJJJ{度の高いパカス、

ナカジュフ、シロカニピン、ダイサカズキ、カミガマ、小皿に盛った塩、小皿に載った杯、カ

ンピンなどを配置したD これ以外には、大ザラ、サラ、ウーンマヌトゥーイなどがある D まず、

カンヌプンとは木製の四角い盆のことであり、タカブンといって足の高い盆であることが特徴

である O カンヌブンは2枚あり、一部の例外を除き2枚一組で使用する O バカスとナカジ、ユフとは

神査のことを示す。バカスはミズヌウヤパカスとも称する O シロカニピンは白と銀色のものと

があり、通常2本一組で使用する o ダイサカズキとは、木製の台の上に杯を2組載せたものを、カ

ミガマとは陶器製の小さな神査のことを示す30 これ以外にも小皿に塩や杯を2組載せて使用する

ほか、カンピンとしてのいわゆる徳利などがある。また、大ザラとは木製の器のことであり、 2

組ある O これをフジャラ、ユナウスともいう O サラは、木製の器を黒い漆で染色したものであ

り、中ザラともいう。ウーンマヌトゥーイとは、ナナムイの最高指導者であるウーンマの灯能

を意味する D ウーンマヌトゥーイ以外にも、 3つのトゥーイがあり、西原最大の聖地とされるウ

パルズ、御獄で、の箆りにクムイジャーで使用する O トゥーイにはマー油として、ごま油を使用し

火を灯す。

次に使用する供物については、まず、パショー(カッサ)として、芭蕉の葉の上に塩などを盛
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るC パショーには、大と小がある。また、ハナとしての米は通常洗わない米を示しアカパナと

称す。洗ってから使用する際にはアライパナと称す。ウチャナクとは、三段に重ねた大中小の

餅を意味し、ナマ ジングースとは、小さく丸めた餅を湯呑みに入れたものを示す。この丸い餅

自体をティモチ、ジングースともいう 。また、餅、

タコは木製の箱に横3列、私自列ずつ15個供える。

タコは足の部分のみ使用し、頭の部分は使用しな

い。小豆おにぎりとは小豆ご飯で炊いた米を丸く

握ったものである D 芋に関する村落祭紀では、里

芋、紅芋、田芋など芋の種類は問わないものの、

さつまいもを使用するのが一般的である。マーニ

で通した魚とは、マーニという植物 (クロツグヤ

シ)の葉を上下に割き、芯の部分をサンマのエラ

から自に通し、結んだものである。他に白いご飯、

豚などを使用するが、ここで図式化した供物が全

てであるというわけではない。なお、ブンピシの

配置については図5のようになり、本稿では、以

後下段の部分のみ表示する。
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図5 ブンピシ凡例

川 西原の生徒願い

1.ウパルス‘御巌とナカマ御獄での祈願

ここに示す事例は、 2004年5月16日の日曜日に行われたシートゥニガイの様子である。シート

ゥニガイは午前7時から午後211寺にかけてウパルズ御獄、ナカマ御獄、西辺小学校と西辺中学校で

行われた。司祭者となるのはハナヌンマとナナムイヌンマであり、ナナムイをすでに卒業した

元ナナムイヌンマと小中学校の教員および生徒が参加する D 元ナナムイヌンマは身内が幼稚園、

小仁ド学校、高校、大学などに在籍している際や働いている場合に参加する。ところで、例えば

ユークイやミャークヅツといったナナムイの他の村落祭犯に元ナナムイヌンマが参加すること

はある。 しかしながら、シートゥニガイのように元ナナムイヌンマが線香を束ねたり、火の付

いた線香を供えたりするなど儀礼の手順に手を加えるのは、このシートゥニガイのみであると

いえる O そのため、最高指導者として上位に位置づけられるウーンマであっても「緊張する」

のがシートゥニガイの特徴で、もある。あるネ111役はシートゥニガイの様子を「一緒に参加してい

る大先輩のオパ一連の視線が突き刺さるかのように痛く感じられ、ハナヌンマやミージャウズ

も緊張しているようだJと体験記録に残している〔赤嶺2001:101)0 シートゥニガイの目的は職員

を含む凶原の全児童、生徒、学生の健康、安全、運動、勉学の成就を祈願することである。西

原では年に2回、前半は新入生に対し、後半は受験生のための祈願を行う。

ハナヌンマとナナムイヌンマ、元ナナムイヌンマは、通常の村落祭記で捧げる供物であるハ
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ナ(米)、 j菌、塩、線香の他に卵を持参する。西原の村落祭最Eで卵を使用するのはシートゥニガ

イだけである。なぜ卵を供えるのか、といった点については次のような説明がなされる O もと

もと卵は供えていなかったが、かつて卵は大変貴重な食材であったことから、神々にも供えよ

うということになった。 「総理大臣の卵、校長先生の卵、偉い人の卵Jというように、次第に

「卵には生徒の魂が込められているJとの意味づけがなされただけでなく、「教員が卵をあたた

め、丈夫な雛に鮮し大空へ(世の中へ)とおばたきますようにJとの願いを込めて供えるよう

になったといわれている D そのため、現在では神々に快えた卵は全て教員に分配され、教員は

「生徒の魂jを責任を持って大切に食さなければならないとされている D

f令

図6 ウパルズウタキのブンビシ

シートゥニガイはウパルズ御獄から始まる O ハ

ナヌンマやナナムイヌンマ、元ナナムイヌンマは

御獄に集まると複数の神々を拝んだ後で掃除など

をし、各自持ち寄った線香を束ね、図 6に示した

ように供物を供える O 卵は1つの箆に集めてから神

前に供えるo

ハナヌンマ以外が持参したハナや酒、塩、菓子

などは一端集め、神々に供える O 供物の準備が終

わると、ウーンマがシートゥニガイ開始の挨拶を

し、神歌を謡った後で線香に火を付け、西原の児

童、生徒、学生、教職員の健康と安全、運動、勉

学の成就などを祈願する。その後、参加者全員に

酒を柄杓に2杯ずつ分配し、ウパルズ御獄での神願
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写真 1 ナカマ御獄での祈願



いが終了後、ナカマウタキへ行く O

ナカマウタキでもウパルズ御巌と同様に祈願を行い、供物は図?に示したように供える O ナ

カマ御縁では、ハナヌンマが持参した重箱ときしみ等も神々に供え、皆で食す。ウパjレズ御様

と同様に、御議では神々を正面とし年長)fl買に座る(写真 1) 0 神厚互いが終了後、西辺小学校へ向

かう G

2. 西辺小学校と西辺中学校での祈願

西辺小学校には、校舎の裏にシートゥニガイを行うためのイピがある D シートゥニガイが行

われたこの日は日曜日であったため、児童の姿はほとんどなかったものの、小学校の教員の多

くが参加した O 供物を供える時には、図 8に示したように小学校からの「供え盆jというもの

がある O 供え盆には透明のグラスを2つ使用し、小鹿の上に置く D 供え盆の下には菓子を供え、

カンヌブンの左側には卵も供える O また、各自持参した線香を大きな束にまとめる(写真 2)。

学校

¥，
i

J

/

4

j
刈

d

w

ヘJ
}

ペ一
J

、

/
J
l
k
¥

ご、A
吋

図8 西辺小学校のフoンビシ

写真 2 まとめられた線香の束 写真 3 西辺中学校のイビ

なお、ナナムイが行う村落祭杷でも各自持ち寄った線香を束ねて使用するが、「シートゥニガイ

の線香束が一番大きい」という特徴がある。これは、元ナナムイヌンマが複数持ち寄る線香の

数に加え、ナナムイには加入していないものの、線香のみ供え、いわゆる「代理願いjを行う
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母親たちの存在があることにもよる D 線香に火をつけ祈願を行った後、ブンピシの供物の一部

を少しずつ取り、学校の敷地内の別の場所にも供える。これをウサギという O

写真 2の線香は火をつけてイピの部分に供え、祈願を行う。また裏門、南側の門の左、正門

の両側、南側の門、学校のトイレにも線香とハナ、塩、酒の一部を供える40 これらの場所以外

に、小学校の敷地内にあるガジュマルの木の下にも線香などを供える O 全ての祈願が終わると、

参加者全員がグラウンドに集まり、クイチャーを競る50 その後、西辺中学校へ移動する口

西辺中学校にも小学校と同じように校舎の裏にイピがあり (写真 3)、同様の手)11買で神願いを

行う。中学校では、図 9に示した通りに供物を配置する口イピには大きな線香の束を2束、火を

付けてから供える。西辺中学校では教職員の他、部活動などに参加していた生徒も参加した。

生徒はイピを正面として、ハナヌンマのすぐ後に座り、生徒の後には元ナナムイヌンマ、ナナ

ムイヌンマ、その後に教職員が座り、祈願を行った(写真 4)。中学校でも、敷地内にあるイピ、

プールの階段と全ての門にウサギとして供え物をする(写真 5)0

学校

①① 

寸寸

図9 西辺中学校のブンビシ

写真 4 祈願を行う生徒たち 写真 5 学校の敷地内にも供え物をする
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全ての祈願が終わると、小学校と同様に参加者全員でクイチャーを踊り、シートゥニガイは

終了となる。神前に供えた卵は教職員に分配し、帰路につく o

以上が西原のシートゥニガイの詳細である。次に、宮古諸島の生徒願いについて述べる。

IV 宮古諸島の生徒願い

宮古諸島の生徒願いは、先行研究で硲認できるだけでも、池問、佐良浜、仲地、西原、久松、

宮原、狩俣などで行われている O ここでは、まず平良市編さん委員会編の[平良市史 第7巻資

料編5(民俗・歌謡)J (1987年)を参照し、各地の生徒願いの概要についてまとめてみたい。

久松では、「学校ダミ・道ダミ jとして、 3月の己亥の日に行う o 内容は「生徒の健康、部落民

の交通安全祈願。ウプドマーラ、アガツザー御獄で祈願した後、久松小・中学校のイビと、部

落の各道路の交差点で酒、塩、アライ米、線香等を供えて祈願するj とある〔平良市史編さん

委員会1987:401-402J。次に、宮原では「シィトゥウガン・クルマウガンjとして8月に行うとの

記録がある。内容は「昔は日程を決めて学校のイピに行って祈願した。(現在は運動会などに祈

願している。)そして、同日馬車やリヤカーなど、車輪のついた道具へのウガンを行う O これは

いわゆる交通安全のウガンで、サトウタキで行う J(平良市史編さん委員会1987:411Joまた、島

尻ではシートゥニガイとして、 2月、 4月、 5月に「児童・生徒の健康と学問精進の祈願jがあり、

「ウプジラとトウミに祈願されたのち、学校のイピにいって行われる」とある〔平良市史編さん

委員会1987:424J口狩俣ではシートウニガイとして4月の「小学校校長の生れ年Jの干支で日取り

を決定して行う D 内容は「生徒の健康と安全を祈る。生徒も参加して行われるロ祈願は生徒の

集まる場所、勉強する場所である学校のイピ、公民館のイピとウプグフムトで行う」とある

〔平良市史編さん委員会1987:429-430J。

次に、伊良部仲地でも「シートの願いjを行うとの記録がある。「シートの願いjは8月に行わ

れ、「公民館、中ドズ、ノヨシ、口ムトJといった御獄で酒、洗米、塩、線香の他に餅を供え、

児童、生徒の健康と幸稿を祈願する〔大川1974:85、伊良部村史編纂委員会1978:1235、大本

1993:70、1998:69J白

なお、西原の分村元である池間と佐良浜でもシートゥニガイを行っている D 佐良浜では4月か2

月に大主御獄と大和布11、各学校で児童、生徒の健康と学業成就祈願を願う〔大川1974:91)。また

「子女を学校にやっている家、学校に働いている人のある家は、すべて盆をもってニガイに参加

する」とある〔伊良部村史編纂委員会1978:1241-1242J。他に、「道路における生徒の安全と健康

祈願jも行う〔琉球大学民俗研究クラブゃ編1972:54)。池間では村の生徒の健康祈願として御巌、

トゥヌガナス、学校の順に行うとある〔琉球大学民俗研究クラブ編1972:49J0 トゥヌガナスとは、

「大和(日本)からの漂着神j であり、この側が旧学校跡にあたる他~ r現在の小中学校校庭の

附には材l願いをするように区切られた場所があり、そこで行う Jと書かれている〔野口

1972:226 -227 J 0 

次に、西原のシートゥニガイの概要についての記述も複数ある〔赤嶺2001:101-102、川上
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2003:93 -97) 0 西原では3月と 10月に2回行うという特徴があり、行う日は「干支は小学一年生の

生まれ年jにあわせる他、祈願終了後に学校の運動場'でクイチャーを踊るという特徴がある

〔上原1989:189、1996:144J0 

以上のように、ここで取り上げた先行研-究では、宮古諸島の久松、宮原、島尻、狩俣、仲地、

佐良浜、池聞などでも生徒願いが行われていることを確認することができた D ただ、先行研究

の中には1970年から1980年代にかけて出版されたものが多い他、宮原の事例では、すでに「昔は

日程を決めて学校のイピに行って祈願した」が、現在は運動会などに祈願しているとの記述が

ある〔平良市史編さん委員会1987:411Joそのため現在でも同様の祈願を行っているかどうかにつ

いては、佐良浜と西原地域を除き、今後も調査が必要である(図10)。

図10 2004年4月25B~沖縄タイムス』朝刊 19面市町村掲載記事
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V おわりに

このように、本稿では宮古諸島西原を事例に、まず生徒L~互いを村落祭柁全体の中でどう位置

づけることができるのか、分類を行った O 次に生徒願いの具体例を示した上で、先行研究から

宮古諸島各地の生徒願いについても述べた C 上原が指摘するように、西原の村落祭犯では芋、

麦、粟の豊作祈願と虫払い、神酒を供えて祈願を行うなど農耕儀礼が1つの核となっている〔上

原1989:203J。先述したように、西原では神役不足の問題が深刻であり、村落祭記の存続が困難と

なっている状況がある O 神役就任を拒否する候補者たちからは、現在は食すことさえなく、栽

培もされていない農作物の祈願をなぜ、日常生活を犠牲にしてまで行わなければならないのか、

といった疑問の声が上がっている O そのため数年前には池問、佐良浜、西原の区長が集まり、

村落祭紀の回数を減らす議論を交わしたこともある D 当時の池間区長は「粟、麦、ひえなど、

種類、項目別にやっていてはきりがないし、今は作ってもいない。 作らないものに豊作を願う

のはおかしいから辞めよう」、「キピ‘のニガイこそやるべきだj と両地域の区長を説得した。し

かし、地元の人や年配者の「昔からやっていることだから、きちんとやれjという声に結果と

して回数を変更することができず、池間では村落祭杷の中断を招いたという現状がある〔平井

2007a:371J。

一方で、村落祭杷の内容を個別に見てみると、現代の日常生活と密接に関わるものもあり、

その一つが今回事例として取り上げた生徒願いである O 生徒願いを村落祭叩全体の中で位置づ

けてみると、農耕儀礼を中心とする他の村-落祭杷とは性質が異なり、先行研究で確認できただ

けでも宮古諸島の各地で行われていることがわかった。さらに西原の場合には、元ナナムイヌ

ンマが担い手として参加するだけでなく、ナナムイに加入していない女性たちが子供の代理願

いを積極的に依頼するといった他の村落祭杷とは異なる側面もある O

ここで生徒r9.買いが行われるようになった歴史的背景を西原を事例に考えてみたい。西原は1874

(明治7)年に池間島と伊良部島佐良浜から分村し、池間のウパルズ御獄の祭神であるウラセリク

タメナウノマヌスの分身を杷っただけでなく〔仲間1980:21-22J、多くの村落祭記をも引き継い

だ。 1879(明治12)年に琉球処分によって沖縄県を設置した明治政府は、翌年の1880年に小学校、

旧制中学校、師範学校を設置し、本土と同じ学校教育制度を沖縄に布いた〔小国2∞8:133-134J。

仲宗根が指摘するように、生徒願いは一般子弟が教育を受けられるようになった1882(明治15)

年以後始まった比較的新しい村落祭犯であるといえる〔仲宗根1992:529J。実際西辺小学校の沿革

を見ても、開校は1887(明治20)年となっており、また西辺中学校においては1949(昭和24)年

となっている〔仲間1974:135、141]。つまり、分村当時はまだ生徒願いは存在していなかったの

である。そして、現在小中学校に設置されているイピも、校舎が西原に建設される時に併設さ

れたといえる。

以上は西原の事例であるが、生徒願いを行う宮古諸島の各地の事例も当てはまる点が多いと

いってよい。その上で、ここで注目すべきは小中学校にイピが併設されているという点ではな

いだろうか。イピとは、通常御裁の中でも「最も神聖な場所Jを意味し、場所によっては男子
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禁制でさえある〔稲福2008:35J。言い換えると、宮古諸島の小中学校では、学校という敷地内に

神々が杷られるだけでなく、職員や生徒の安全や学業成就祈願が行われるという特徴があると

いえるo

最後に、西原では通常の村-落祭杷では使用することのない卵をシートゥニガイに供えている D

本稿で示したブンピシの凡例は、西原の利i役間で代々「昔からJ継承されてきたネ1¥1道具と供物

の一覧である O 供物として卵を供えるのは普通教育が普及した後の「新しい」ことなので、凡

例の中には記載していない。しかしながら、「卵には生徒の魂が込められている」といった新た

な意味が付加されているだけでなく、教員にはそれを大切に食べるという義務、言わば神前に

おける禁忌すらある O 粟や麦の豊作祈願は現代の生活には必要がないため行わないといった考

え方があったとしても、子供の健康や幸せを願わない親はなく、その拠点が学校であり、ナナ

ムイとなっている O その意味で、生徒願いは特別な祈願であるといえる O

本稿では村落祭柁全体における生徒願いの位置づけと特徴についてのみ報告したが、宮古諸

島の別の地域も含め、今後もさらなる考察を深めたい。

註

!神行事、神願い(カンニガイ)という言い方もあるが、本稿では村落単位で行う儀礼として村

落祭把という用語を使用する。

2上原孝三は西原の年中行事は大きく 2つに分けて考えることができるとし、基準をヒューイトリ

ャによって決定されたか否かにおいている〔上原1989:183J。本稿は上原の指摘に従っている D

3ナナムイでは神役が代々継承するカミガマというやp査がある。ここで述べるカミガマはそれと

は異なる。

4線香は火を付けて供えるものと火を付けないで供えるものとに分かれており、ハナ、酒、塩の

供え方や供える向きにも一定の法則がある D

5クイチャーには「声を合わせる」という意味があり、声をかけあいながら踊る宮古諸島の伝統

芸能のlつである〔与那覇2ω3:153J。
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